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ミド (WSC) の仕込み量を変えることで，タウリンの導入率を1O~80 %まで制御することが可




ン基の割合に従いゼータ電位は減少し，スルホン基が81%の y-PGA-S (y -PGJ¥'S 81)は，
FGF-2とコンプレックスを形成することが知られているへパリン (-37_7 mV) とほぼ同じマイ
ナス電位を示した (-36.2mV)。そこで， 72%のス jレホン基を有する y-PGA-S (y -PGA-S 
72)の1mg/mLの PBS溶液に FGF-2を添加した結果， FGF-2の濃度の増加に従いゼータ電位
は増加し (-11.6mV)，ピークは単峰性であった。 FGF-2は中性環境でカチオン性を示すため
(等電点は 9.6)，y -PGA-S 72とFGF-2がイオンコンプレックスを形成することが示唆され
た。 γーPGA-SとFGF-2のコンプレックス形成を詳細に検討するため， HSPGの生合成を抑制し
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で架橋ネットワークを形成し，y -PGA-8 72を内包した semHPN様ヘテロゲル (872-netgel) 




検討するため， トリス緩衝液 (pH=7.4)中での 872-netgelからの FGF-2の徐放量を評価し
た。比較である y-PGAハイドロゲル(藍徒1cm，厚さ 1mm)の場合， FGF-2の吸藩量はおよ
そ120ngであり， 6日間のインキユベート後にはほぼ全ての FGF-2が徐放された。一方 y-
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図4 S 72-netgelのイメージ (a)とy-PGAゲル(.6.).S 72-netgel-6. 5 (口).S 72-netgel-17 
(て7).S 72-netgeト36(・)の各pHにおける 24時間後の直径の変化率 (b)
S 72-netgel-36が酸性環境を認識して収縮することが確認されたため，この収縮挙動に応答し
て内包FGF-2が徐放されることが期待される。そこで，物理収縮による FGF-2の徐放制御を検
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図5 y-PGAゲル (ム)およびS72-netgel-36 (・)のpH=4.0に応答した FGF-2の徐放
制御 (a)pH=4‘Oでy-PGAゲル (ム)およびS72-netgel-36 (・)から徐放された
FGF-2を10ng添加した時の無血清培地中でのマウス L929線維芽細胞増殖試験 (b)
イドロゲルは，中性条件下で約 70%の FGF-2を徐放し，酸性pHに応答した FGF-2の選択的
な徐放を示さなかった。一方，S 72-netgel-36は中性条件でFGF-2をほとんど徐放せず (20% 
以下)，pH=4. 0 の酸性条件での物理収縮に応答して 1O~ 15 %の FGF-2を徐放する ことが明ら
かとなった。さらに，中性から酸性への条件変化を 3回繰り返した場合においても，酸性環境を
認識して FGF-2を選択的に徐放する興味深い挙動が観察された。また，虚血性疾患環境である

















した。 y-PGAおよび、y-PGA-S 10を0.2Mの1)ン酸緩衝液 (pH口 7.4)に溶解させ， 800Cで加
熱することで、加水分解の加速試験を行い，所定時間後の分子量をゲjレ櫨過クロマトグラフィー
(GPC)を用いて評錯した14)0 y -PGAの場合，48時間後には 80%以上がオリゴマーレベルまで















































7 (a)) 。凍結乾燥した y-PGA-88 ゲルは藍径 50~lOOμm 程度の孔を有することが走査型電子
顕微鏡 (8おM)観察より明らかとなった(閤 7(b)) 0 1)ン酸緩衝生理食塩水 (PB8)にy-PGA-
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図7 y-PGA-SSゲルの合成スキーム (a) と凍結乾燥ゲルの写真およびSEM観害結
果 (b)DTT (ム)と Cys(0)の濃度に依存した y-PGA-SSゲルの分解挙動
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y-PGA-SS gel Cell-hydrogel hybrid 3D-engineered tissue 
図 8 y-PGA-SSゲルで三次元培養後，ゲルの分解により得られた
三次元組織の写真およびSEM観察結果
図9 蛍光ラベ‘ル化y-PGA-SSゲル (a) とL929細胞存在 (b)および非存在下 (c)で2週間
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